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1 は じ め に

水稲の生育・収量に関与する要因は気象,稲の生理・ 生

態,土壌などが複雑にからみ合っているため,単一要因に

よる生育予測や生育・栄養診断は精度が十分でない。そこ

で,農家が簡単に,出来るだけ正確に行えることを目的と

して,①草丈,茎数の緒形質,②土壌窒素の発現量,③稲

体の窒素栄養,④気象の 4要因を組み合わせた生育予測と

生育・栄養診断技術の確立と総合的なシステムの開発を進

めている。生育栄養診断プログラムは窒素追肥量を決定す

るパソコン・ ソフトウエアーとして開発され,1989年に長

野間ら
2),金田らDが報告している。秋田県では生育栄養

診断プログラムを,広 く農家に普及することを目的として,

これまでに細部の改良を図ってきている。ここでは本プロ

グラムを使った栽培実証結果について報告する。

2試 験 方 法

0)試験年次 :1991年～1993年
12)試験場所 :秋田農試,水稲連作圃場
0)供試品種 :あ きたこまち
(4)試験区の構成と窒素追肥時期・量 :①無肥料区 ;追

肥なし,② 7kg慣行区 ;幼穂形成期と減数分裂期にそれぞ

れN2kg/10a,③ 7kg診 断区 :4回の診断時期にプログ

ラムの指示にしたがつて追肥した。

6)耕種概要 :①中苗機械移植栽培,② N基肥量 17眩

げつ期 滅 期

/10a,③栽植密度 ;256株/ば,④移植時期 :5月 10日 ,

⑤有機物 :無施用,⑥耕深 ;13m

16)気象データは秋田市のアメダス平均気温を用いた。

3 試験結果及び考察

(1)目標収量 。生育量及び窒素吸収量の設定

1985年～1991年の栽培試験データから,あ きたこまちの

目標収量を61 0kg～ 630kg/10aに設定し,そ のときの収量

構成要素を表 1に示した。また,日標収量を得るための生

育量と窒素吸収量を,表 2のようにとりまとめ,プログラ

ムに組み入れた。

2)生育栄養診断プログラムの適用結果
診断区における3年間の時期別窒素吸収量の目標値・推

定値・予測値及び実測値を図 1に示した。

1991年は4月 ～9月 の平均気温が186℃ (平年差05℃ )

の温暖年であった。幼穂形成期に1 0kg/10a,減数分裂

期に2贈/10aの窒素追肥をした。その結果,診断区で595

kg/10aの収量が得られ,慣行区より3%(21kg/10a)

表 1 目標収量と収量構成

1穂当り籾数  (粒)
lf当 り全籾数 (千粒)
登 熟 歩 合  (%)

20

90 80

70-75
33-36
85-90

玄米千粒重  (g)        21～ 215

20 日決定期

茎数(/ピ )
葉緑素計値

35- 40
400-450
43- 49

5

45- 52
600-680
44- 48

550-640
38- 42

500-550
35～ 40

450-480
40- 45

55～ 75-
450-480     450-480
38- 42      38- 42

60～ 110-150

注 1)
2)

5-  7
65

・草丈×茎数×葉緑素計値/10000
成熟期の草丈は稗長である。

表 2 目標生育量及び窒素吸収量
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増収した。増収の要因は一穂籾数の確保と,稗長を倒伏限

界の80cm以下にした結果,倒伏を軽減したことによる。
1992年は4月 ～9月 の平均気温が18℃ (平年差 -01℃ )
の平温年であった。幼穂形成期に3 3kg/10a,減 数分裂
期に5 kg/10aの 窒素追肥をした。その結果,診断区では5
71kg/10aの 収量が得られ,慣行区より8%04kg/10a)
増収した。増収の要因は適正穂数の確保と一穂籾数の増加

にあった。また稗長が短く,倒伏はほとんどみられなかっ

た。

1993年は4月 ～9月 の平均気温が167℃ (平年差-16
℃)の低温年であった。最高分げつ期に2 8kg/10a,幼

穂形成期に1 0kg/10a,減数分裂期に3 8kg/10aの 窒素
追肥をした。その結果,診断区で638kg/1o aの 収量が得
られ,慣行区より12%(71kg/10a)増収 した。増収の要
因は適正穂数の確保と一穂籾数の増加にあった。稗長は倒

伏限界の80mをわずかに超えたが,倒伏がほとんどみられ

なかった。
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図 1時期別窒素吸収量の推定値と予測値及び実測値
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3年間の実証試験結果から,温暖年 (1991年),平温年
(1992年),低温年 (1993年)と も水稲栄養診断プログラム

を使用した診断区が,慣行区に対して目標収量の確保と倒

伏軽減上有利であることが確認できた。特に,1993年の冷

害年においても栄養診断プログラムによる水稲の安定栽培

が実証されたことは意義深いと思われた。今後,水稲の生

育栄養診断プログラムをより充実した内容にし,広 く農家
に普及することにより,水稲の安定生産に寄与することが

期待できる。
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奎素追E(lg/10a)
有決期 :な し
最分期 :な し
勁形期 :104
滅分期 20

1992年

曰標収量 :∞O、/10a
実 収 量 :5,1に /10a
F 長 711切
倒伏程度 :05

筆未迫肥 (、/10a)
有決llI:な し
最分期 :23
幼形期 :lo
減分期 :38
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